Draft - User Needs Summary

	資料4-2


	　

	基本事項
	製品を使用する際の問題点
	ユーザーのニーズ 
(障害を経験している人)
	注釈欄

（すべての人に対する副次的効果）

	「PERCEIVE」ユーザーは以下に示すような製品に表示されるすべての情報を把握できなければならない。

	静的に表示された情報の把握
· 操作表示
· その他の表示
· 記号
· 使用説明書
· 文書
· ウェブページなど
	全盲者
· 以下のものを読むことができない。 

· キー、操作ボタン類、スロットなどに印字された表示 

· デバイスの近くに印字された表示、もしくはデバイス自体に印字された説明書き
· 製品に付いている取扱説明書やその他の印刷物
· 電子文書中のグラフィックのみで表示されている情報にアクセスすることができない。
· 公共の機器を見つけることができない。（機器のある場所、もしくはその位置を知らせる標示を見ることができない。）
· 点字を見たり読んだりすることができない人もいる。（人生の後期に障害を負った場合、糖尿病の場合、手を失った場合など)

ロービジョン
· 以下の、標識や表示を見たり読んだりすることができない。 

· 文字が小さすぎる場合
· 背景とのコントラストが弱すぎる場合
· 小さな浮き上がり文字で表示されている場合（もしくは背景と同じ色で表示されている場合）
· 情報が色によってのみ示されている場合（色覚異常） 

· 光感受性をもつ者については、眩光を放つ場合（全盲の場合と同様の問題がある）
· 周辺光が不十分な場合
肢体不自由者
· 情報が見えづらくても、その情報を見るために自分の体勢を変えられないことが多い。
· 眩光や反射光によって見ることができない可能性がある。(かつ、十分に体勢を変えることができない。)
· 身体的な特徴によって、使用説明書を読めない可能性がある。(例えば、大きさ、紙質、重さなど)

· 適切な支援技術を利用できなければ、オンライン情報にアクセスすることが難しい場合がある。
盲ろう者
· 点字の情報を読めない人がいる。（例えば、晩年に障害を負った場合、話し言葉が第一言語ではない場合、知的障害がある場合)

· 文書情報にアクセスできないことがある。（例えば、話し言葉が母語ではない場合、知的障害がある場合)

·  絵や記号で表示された情報を必要とする可能性のある人がいる。
	· すべての静的情報 (文章または記号)を音声出力による提供される必要とする人がいる。
· 注:音声出力は認知障害者にとっても重要である。 (後述の「UNDERSTAND」の欄を参照)

· すべての静的情報 (文章または記号)を触覚的(例えば、大きな浮き上がり文字や記号、またはボタンの形状など)に提供される必要とする人もいる。 
· 注:ボタンの形状は認知障害者にとっても重要である。 (後述の「UNDERSTAND」の欄を参照のこと)
· 全ての情報を点字や大きな触覚記号で表示する必要がある人もいる。
· 印字もしくは表示されたすべての情報と背景とのコントラストを十分にはっきりさせる。
· 情報を色に頼ることなく把握可能にする。 

· 文字を読みやすい大きなフォントで表示する必要のある人もいる。 

· 眩光を避ける必要のある人もいる。
· 車椅子使用者や低身長の者が見ることができる情報を表示する必要のある人もいる。
· それぞれの身体的な特徴に合わせた使用説明書が必要。（例えば、ざらつきのある、めくりやすいページなど。)


	

	動的に表示された情報の把握
· 画面
· 話者
· 警報 

· アラーム
· その他の出力

	全盲者
· 視覚表示装置に映し出されたものを見ることができない。 (すべての種類のもの。)

· ソフトキーの現在の機能がわからない。（液晶ディスプレイのような動的な表示装置上のラベルはキーの機能が動的であるため)

ロービジョン
· 静的な文字と同様の問題が生じる。（大きさ、コントラスト、色）– (上記事項を参照のこと)
· 眩光– 周囲の環境もしくは明るすぎる画面によるもの。
· 彼らが見ていない場所に一時的に表示される情報を見逃す。
· 動いたり、スクロールする文章を辿ることができないことがある。 

ろう者
· 以下により示される情報を聞くことができない。
· 音声
· 発信音
· 自然な機械音
難聴者
· 以下の理由で、聴覚的に表現されるあらゆる情報も聞き逃す可能性がある。
· 聞こえない周波数の場合。
· 背景の雑音が音を遮ったり、妨害したりする場合。(反響を含む)音が弱すぎる場合。
· 音声の質が悪い場合。
· 話速が速すぎる場合。–かつユーザーがそれを遅くすることができない場合。
盲ろう者
· 触覚的に表示されなければ情報を得られない可能性がある。(大きな浮き上がり文字、図形、点字)
肢体不自由者
· 画面を見たり、眩光を避けたりするために体位を変えることができない。
· 警告音や警告灯を手動でオン・オフできない可能性がある。

スピーカー、警告、アラーム、照明など。 

認知障害者
· 画面内の動きによって集中力を妨げられる。
	· すべての動的な視覚情報を音声出力によっても提供される必要のある人がいる。 

· すべての動的な情報を点字にしなければならない人もいる。
· 音声によりすべてのキーや操作ボタン類を認識できる手段が必要な人もいる。 

· すべての表示情報とその背景とのコントラストが十分である必要のある人がいる。
· 情報を色に頼ることなく把握可能なものにする必要のある人がいる。 

· 文字を読みやすいように大きな読みやすいフォントで表示する必要のある人がいる。
· 眩光を避ける必要な人もいる。
· 車椅子使用者や低身長の人が見ることができる範囲に情報を表示することが必要な人もいる。
· すべての聴覚情報を視覚的もしくは触覚的な形式でも使用可能にしなければならない人がいる。
· (注:触覚的な表示は、ユーザーの身体に常に接触しているような製品にのみ有効。)

· 警報などの聴覚的なできごとは、聞き取ることができるように複数回繰り返す必要のある人もいる。 

· 音声出力に十分な音量（調整ができることが望ましい）が必要な人もいる。
· 情報を読み取るために、情報の動的表示の速度や休止をコントロールする機能を必要としている人もいる。
· 音声を正確に聞き取るために、速度をコントロールしたり、リプレイする機能が必要な人もいる。
· 振動のパターンが変化する振動アラームや警報が必要な人もいる。
· 装置のオン／オフする機能が必要な人もいる。（例えば、音声認識や、動き探知機など）

	

	使用する部品の存在や位置の把握 

· ボタン
· 操作ボタン類
· カギなど
 
	全盲者
· 以下の場合では、操作ボタン類の数字、大きさ、機能の位置がわからない。  

1) タッチスクリーン 

2) 平らな膜状のキーパッド.
· 大きな特徴のない一群の操作ボタン類は、そこにあるとわかっていても容易に探すことができない。
· 目立たない場所にあるスイッチや操作ボタン類は、見えいても見つけ出すことはできない。
· 視覚的なボタンに触ってだまされることがある。– (ボタンのように感じられるが、実際にはそうではない物。例えば、ロゴや、丸くて平らな形のボルトの頭、飾り)

· タッチタイプのできないキーボード。
· 触覚的手がかりのみを使って、操作ボタン類やスロットなどをうまく使用できない。
ロービジョン
· 背景とコントラストの弱い操作ボタン類を見つけることができない。(何も見えないし、予想もできない場所では感じることもできない。)
· 視覚的なボタンに惑わされる。(ロゴ、ぼやけてボタンのように見える形のもの)

· 画面上のカーソルの位置を見つけることができない。
認知障害者
· 飾りのような形の操作ボタン類を操作ボタン類として認識しない。 

肢体不自由者
· 見易い視界にない場合でも、情報を見るために自分の身体の位置を変えられないことがある。
· 眩光や反射光によって見ることができない可能性がある。(かつ、十分に体勢を変えることができない。)
· ユーザー・インタフェース円部品（例えば、操作ボタン類）に届かないことがある。
	· 触覚により識別可能な操作ボタン類を通してすべての製品の機能にアクセスする手段が必要な人もいる。 

· 尖った突起、配置などで、一度認識したら、簡単に触って操作ボタン類の位置がわかるような目立つ位置情報が必要な人もいる。 

· 操作ボタン類を動かさなくても触るだけで位置がわかる必要がある人もいる。
· ロービジョンでも操作ボタン類の位置が把握できるように、視覚的に背景とのコントラストをはっきりさせる必要がある人もいる。 

· どんなキーボードも視力を使わずに操作できるようなものを必要としている人もいる。 

· 低視力もしくは視力がなくても簡単に見つけられるような場所に操作ボタン類を配置する必要のある人もいる。 

· 操作ボタン類のカーソルはロービジョンでも見ることができるほど十分に大きいものを必要とする人もいる。 

· ロゴやその他の細部は、ボタンや操作ボタン類のように見えたり、感じられたりしないようにしなければならない。 

· 車椅子使用者や低身長の者が見ることができる範囲に操作ボタン類の配置が必要のある人もいる。
· 操作部品の位置情報が必要な人もいる。

	

	操作機器や表示機器の状態の把握
(進行表示機器を含む)
	全盲者
· 視覚的表示器の状態がわからない。（LEDや画面表示など）
· 異なる状況だと異なる触覚を与えるようなスイッチの違いがわからない。（もしくは触覚の違いが少なすぎる） 
ロービジョン
· 表示器が目立たない場合、視覚的表示を読みとることができない。
· 状態を表示するのに用いられる色の違いが区別できない。 

· 状態を示す小さなアイコンを見たり、読んだりすることができない。
· カーソルは、大きいコントラストでないとわからない。動き易いものより、安定したものがよい。
ろう者
· 状態を知らせる音声による表示を聞くことができない。
· 自然音を聞き取ることができない。(例えば、機械が作動している音、待機音、ふさがっている音など)
難聴者
· 音量レベル、回数、背景の雑音、特定の環境（例えば、図書館など）で音量が制限されている場合、状態を知らせる音を聞くことができない可能性がある。 

肢体不自由者
· 表示器への視線を確保できない可能性がある。
· 触って状況がわかるような表示器を使用するのに必要な触知感覚がない可能性がある。
認知障害者
· 異なる表示器を認識したり理解したりできない可能性がある。
	· あらゆる視覚的な表示器や操作に代替する人工もしくは自然の音や触覚的な表示が必要とする人もいる。
· 内蔵されたもの（ブザー音や光信号）でも自然に発するもの（機械音、視覚的な動き）でも、あらゆる聴覚的な表示器もしくは操作上の手がかりを代替する視覚もしくは触覚的な表示器を必要な人もいる。
· かすかな触覚的な反応を代替する視覚的もしくは聴覚的なものが必要な人もいる。
· ロービジョンでも見ることができるような視覚的な表示（例えば、LED、スクリーン上の表示、マウスカーソルなど）が必要な人もいる。
· 色によってコード化もしくは表示されるすべての表示は、何らかの方法で色を用いなくても同じようにコード化されるようにする必要のある人もいる。 

· 音による手がかりは、十分な質（例えば、音量、向き、
明瞭さ、頻度など）を必要としている人もいる。
· 表示や手がかりはそれとはっきりわかるように、

もしくは説明が施されていることを必要としている人もいる。 

· 表示に異なる信号が用いられる場合（例えば、異なる着信音や触覚、視覚表示など）には、それぞれに対応する異なる代替物を必要とする人もいる。
· 触覚的な表示が必要な場合がある。
	

	操作からの反応の把握
	全盲者
· 操作における視覚的なフィードバックが見えない。 

ロービジョン
· 操作における視覚的なフィードバックは大きく、目立つものでなければ見ることができない。
· 聴覚にも障害があって音による手がかりに頼ることができない場合がある。 

ろう者
· 操作における聴覚的なフィードバックを聞くことができない。
難聴者
· 以下のような原因で、操作における聴覚的なフィードバックを聞くことができない場合がある。 

· 音量
· 発生頻度
· 背景の雑音
· 音声による反応が明瞭でなく、繰り返し聞くことができない。
肢体不自由者
· 手の感覚不全や影響のために、義手やスティックやスプリントなどを使用している場合などには、触覚的なフィードバックを感じ取ることができない。
認知障害者
· かすかなフィードバックや、行動に直接結びつかないようなフィードバック。
	· ロービジョンにも明らかな（すなわち、遠くからも見ることができるような）視覚的なフィードバックを必要としている人もいる。
· 音声や触覚に訴えるようなフィードバックが必要な人もいる。
· かすかな触覚的なフィードバックに代替するような視覚的もしくは聴覚的な表示が必要な人もいる。
· 色によってコード化もしくは表示されるすべての表示を、色を用いなくてもコード化されるようにする必要のある人もいる。
· 大きなコントラストの強いフィードバックが必要な人もいる。 

· 音による手がかりとして十分な質（例えば、音量、向き、明瞭さ、頻度など）を必要としている人もいる。
· 表示に異なる信号が用いられる場合（例えば、異
なる着信音など）には、それぞれに対応する異なる代替的方法を必要な人もいる。
· 触覚的な方法で表示される情報が必要な場合があ

る。
· 図や記号を使ったフィードバックが必要な人もいる。
	


	「OPERATE」製品を操作できるか
	

	すべての機能を呼び出し、実行できる
(少なくても一つの方法を使って) 
	全盲者
·  目と手の協応が必要な操作ボタン類を扱うことができない。
· マウスやトラックボースなどのポインティング・デバイス
· タッチスクリーン
· タッチ式の起動操作装置を使用することができない。（触って見つけることができない。）
· 光彩や眼球が必要な製品を使用することができない。（例えば、身元確認など)
ロービジョン
· 目と手との連動が必要な装置を使用することが難しい。
ろう者
· 音声入力が機能を協応遂行する唯一の方法であるような装置を使用することができない可能性がある。

· 音声だけに反応する装置を操作することができない。
言語障害者
· 音声が機能を実行させる唯一の方法であるような装置を

使用することができない場合がある。
肢体不自由者
· 操作にあたって以下の条件が必要な装置は使用できない。（他に機能を実行させる方法がない場合）
· 過度の力が必要とされる。
· 過度の長さが必要とされる。
· 持久力が必要とされる（腕を支えたり、休めたりすることができないままずっと腕を伸ばしたり、端末に頭を固定しているような長時間にわたる操作を含める）
· 同時に両肢を使用することが必要とされる。 

· 身体への接触が必要とされる。（義手やマウススティックなどを使用することができない。）
· 二つの箇所を同時に操作することが必要とされる。（変更キーや、二つのラッチなど)

· きつく握ることが必要とされる。
· つまむことが必要とされる。
· 手首をねじることが必要とされる。
· 巧みなモーター制御や操作が必要とされる。（装置を握り締めているだけでは操作できない） 

· 初期動作のすばやい繰り返しが必要とされる。
· 指紋や身体の特定の部位や機関を必要とするような製品を使用できない。（身元確認のために）
盲ろう者 

· 他の感覚を補うために聴覚や視覚を使用することができ
ない可能性がある。
すべての障害者
· 一人で生活し、作業をすると、日常的なメンテナンス（紙の交換など）をすることが難しい。
· 手助けをする者がいないと、装置を組み立てることができない。
· 触覚的もしくは画像入りの情報がなければ操作ボタン類を扱うことができない場合がある。
	· すべての機能を音声もしくは触覚的な反応や表示に連動して触覚だけで識別できる操作ボタン類が必要な人がいる。（視力を必要としない。）
· 視覚的なフィードバックによらずに、キーボード（もしくはキーボード・エミュレーター）からすべてのコンピューターソフトの機能にアクセスできることを必要としている人がいる。 

· 機器を操作するためのキーを触って見つけようとしている間に敏感な操作ボタン類や非常に軽い操作ボタン類に触れなくてもすむことが必要な人もいる。
· 生体認証が用いられる場合、代替する認証方法を必要としている人もいる。
· 音声によって操作する機能を、代替する操作を必要とする人もいる。（音声を必要としない）
· 同時に複数の動作を行わなくても、完全に機器の操作を行える方法が必要な人もいる。 

· 強い力をかけなくても完全に機器の操作が行える方法を必要とする人もいる。 

· 長い間力をいれなくても完全に機器の操作が行える方法が必要を必要とする人もいる。
· 強い持久力がなくても完全に機器の操作が行える方法を必要とする人もいる。（例えば、身体から離れたところで動かし続けたりすること。） 
· 高いところに届かなくとも完全に機器の操作が行える方法を必要な人もいる。（身長が低い場合や車いすなど）
· きつく握らなくても完全に機器の操作が行える方法が必要な人もいる。 

· つままなくても完全に機器の操作が行える方法が必要な人もいる。 

· 手首を返さなくても完全に機器の操作が行える方法が必要な人もいる。 

· 身体に直接接触していなくても、完全に機器の操作が行える方法が必要な人もいる。 

· 動作が非常に正確でなくても完全に機器の操作が行える方法を必要とする人もいる。
· 左手もしくは右手のみで機器の操作を行う必要のある人もいる。（どちらかの手の使用を求めない）

· 手を使わずに機器の操作を行う必要な人もいる。
· すべてのメンテナンス操作を、ユーザーが操作可能な日常的な方法で行うことを必要とする人もいる。
· セットアップに関しても同様にアクセスしやすい方法であることが必要な人もいる。
· 音声駆動は、一部のユーザーにとって代替的方法でありうる。
	

	時間内に仕事や行動を完了させることができる   

(生活, 競争, 生産性要件などで求められる)
	全盲者
· 出力された情報を読んだり聞いたりするのに通常より時間がかかり、操作ボタン類を見つけるのにも時間がかかることの多い視覚以外の方法を用いなければならない。 

ロービジョン
· 文章を読んだり、操作ボタン類の場所を探すのに時間がかかることが多い。
ろう者又は難聴者
· 第二言語で情報を読んでいるのかもしれない。 (手話が第一言語) 

· 遅れを生じるリレーサービスや通訳を介してコミュニケーションを行って（もしくは電話を使って）いる可能性がある。 

· 聴覚を使った動作や仕事を遂行できない可能性がある。
難聴者
· 音声情報を得るために複数回聞きなおす必要があるかもしれない。 
肢体不自由者
· （頭が動くために）読むのに多くの時間がかかり、体勢を整えて操作ボタン類まで手を伸ばし、操作するのに時間がかかる可能性がある。
· [情報源が書籍や新聞、使用説明書などの場合、ページをめくるのが困難であるため、読むのに時間がかかる。]編集者まとめ
認知障害者
· 物事を思い出したり、調べたり、情報を把握したり、操作ボタン類を動かすのに時間がかかる。
盲ろう者
· アクセス技術によってはさらに時間がかかる。
これらは、以下のような場合に問題が生じる。 

· 情報やメッセージが一定の時間表示されると消えてしまう場合。
· 機器がリセットされたり次に移ったりするまでに、ユーザーが操作する時間が限られている場合。 

· ユーザーがまだ文章を読もうとしている最中に文が次に移動してしまう場合。
	· すべてのメッセージが終了するまで留まらせておくか、メッセージを見える状態にしておくか、簡単に呼び戻して再生できることが必要な人もいる。 
· 不可能である場合以外は、一時休止を延長したり、消したりすることができる機能が必要な人もいる。

· [用者自身の予定をもとに作業予定を作成できるように、今後の仕事、計画および締切を早いうちに知らせておく必要がある人もいる。]編集者まとめ
· ある人々は、プロセスの理解を助けるためのサポートワーカーを必要としている場合があり、これにより、より時間がかかる。
	

	うっかり機能を作動させてしまわない。  
	全盲者
· 触って探っている際に、「敏感な」操作ボタン類やスクリーンボタンに触れてしまう可能性がある。
· 視覚的に表示された警告信号やアイコンを見逃す可能性がある。
· 触りながら探っている際に、わずかな力でも作動するスイッチに触れてしまう可能性がある。
ロービジョン
· コントラストの低いスイッチや見えない操作ボタン類に気づかずに触れてしまう可能性がある。 

ろう者・難聴者
· 警告音に気がつかず、危険な状態で装置を操作してしまう可能性がある。 

肢体不自由者
· 身体の余計な動きによって機能を作動させてしまう可能性がある。（振戦や舞踏病）
· 腕を伸ばしている時に、休めた腕が機能を働かせてしまう可能性がある。
· 移動の際に、ユーザー・インターフェースを作動させてしまう可能性がある。(例えば、車いすやそのほかの補助器具)
認知障害者
· 操作（もしくはソフトキーの使用による操作の変更）の目的を理解できない可能性がある。 

	· 触れながら検索しても機能が働かないような製品を必要な人もいる。
· 製品を安全に使用するためには、危険や警告を視覚により把握できるユーザーに依存しない製品を必要とする人もいる。


· 製品を安全に使用するためには、危険や警告を聴覚により把握できるユーザーに依存しない製品を必要とする人もいる。


· 危険の所在が明らかで、かつ回避しやすく、また危険を引き起こしにくいような製品を望む人もいる。 

· ユーザー・インターフェースにアクセスするための十分な空間をとることを必要とする人もいる。
	

	エラーを回復できる
(物理的もしくは認知的エラー)
	全盲者もしくはロービジョン
· 指示が視覚的になされると、エラーに気づかない可能性がある。
· 視覚的な指示では、誤りを犯したことや（機器にとってエラーではなくても）無自覚で行ったことを知るための手がかりを把握することができない。
ろう者
· エラー音を聞き取れない。
難聴者
· エラー音を聞き取れないか、エラー音の区別ができない。
盲ろう者
· 視覚的なエラー表示を見ることができないか、エラーの警告音を聞き取ることができない。
すべての障害者
· エラーを取り消したり、元に戻ったりする方法がわからない。 
·  繰り返しの作業で体力的に消耗すると、正しい行動を繰り返すことができない可能性がある。
	· 不可能でなければ、元に戻って最後に行った作業を取り消す機構が必要な人もいる。


· エラーを把握できるように、何かが起きた時それを知らせるための良質の音声もしくは視覚的表示が必要な人もいる。
· ユーザーが犯したエラーを製品が検知したら、それを知らせてくれる必要のある人もいる。
· エラーが報告されたら、どうするべきかを知らせるはっきりとしたフィードバックが必要な人もいる。
· 触覚的なエラー警告が必要な人もいる。（例えば、振動など）
· 動作を繰り返すための簡単な方法が必要な人もいる。（オプションとして頻度、速さ、強さについてカスタマイズする必要がある。）
	

	安全とプライバシーを保つことができる
	全盲者
· 背後で覗いている人を察知するのが難しい。
· ヘッドフォンや端末がなければ、情報がスピーカーを通して他人にも流されてしまう。 

ロービジョン
· ロービジョンのための大活字は背後にいる他人に見られやすい。
ろう者
· 極秘情報を大声で言われても察知できない可能性がある。
難聴者
· ヘッドフォンをしていても、大音量によって傍受される可能性がある。 

·  ユーザー自身が音量に気づかないこともある。
肢体不自由者
· 車いす乗っていると、立っている人のように身体で極秘情報を見られることを阻止できない。
すべての障害
· ヒューマン・マンスタンス（通訳、ガイド、介添え人）が必要な時はプレイバシーを保てない可能性がある。
認知障害者
· 情報が守られなくてならいかどうかを判断することが難しい。 
	· たとえ、ユーザーが自分たちでプライバシーを守るために必要なことをできない場合でも、彼らの情報に関するプライバシーを守るのに役立つ製品が必要な人もいる。
· たとえ、ユーザーが自分たちで安全を守るために必要なことをできない場合でも、彼らの情報に関する安全を守るのに役立つ製品が必要な人もいる。
· ユーザーが自分たちの日々の生活をより自立的かつ自給的に生きるために、利用しやすく設計された製品を必要とする人もいる。
〔ユーザーがすべての機能を操作するのにユーザー認証が必要な人もいるようにすることも参照のこと。〕
	

	健康を損なう原因とはならない（発作など)
	全盲者
· 見えないため、目に見える危険を避けることができない。
· 警告を知らせる合図や色、目印を見ることができない。
· ヘッドフォンを使っていると、周囲に対する意識が薄れる（そのことに慣れていない）。 

ろう者・難聴者
· 機器の不具合を示す音による警告や警告音を聞き見逃す。
肢体不自由者
· 通常よりも物にぶつかった時の衝撃が強く、怪我の原因なりやすい。
· 負傷していても自分で気づかないことがある。
· 温度感覚がない場合がある。(ラップトップコンピューターの温度など)
光過敏性癲癇症の人々
· 一定の視覚的な刺激に誘発されて発作を起こす可能性がある。
アレルギーやその他の過敏症の人々 
· 過敏物質・電磁波や煙など発する製品に触れたり近づいたりすると、拒否反応が起きる可能性がある

	· 身体の一部が製品の開口部に入り込むことがないとか、製品の周囲でただ静かに身体を動かすことを前提としない製品を必要とする人がいる。
· 怪我をしないように特定の感覚や巧みな動きを期待しないですむような製品が必要な人もいる。
· 製品の特性や目的によって使用ができない場合（製品の意図によるものではない場合）を除き、製品の使うことを控えなくてもよいように、視覚的、身体的、化学的などの特別な刺激感応性を考慮に入れている製品が望ましい。（例えば、光過敏性発作や音による発作、化学物質による発作など）

	

	効率的に製品を利用できる
	全盲者
·  欲しい情報が得られる前に、不必要な音を聞いて待たなくてはならない場合がある。
肢体不自由者
· 繰り返しの動作が多く必要な人もいるために操作が困難になる可能性がある。
· 上腕部を同時に使用しなければならないために操作が困難になる場合がある。
認知障害者
· 階層構造に戸惑う可能性がある。
すべての障害者
· ユーザーの獲得した代替的な操作技術が十分効率的でない場合、教育や雇用などの活動における競争に困難が生じる。

	· 操作の代替方法が効率的である必要のある人がいる。
点字や触覚的な記号、拡大文字や時間延長は、ユーザーの製品の利用の手助けになる。
· 
	


	「UNDERSTAND」理解することができるか

	製品が理解できる
	全盲者 （もしくはロービジョン）
· 製品の全体的な見取り図や構造図を見ることができないので、全体像を把握するのにより困難な時間をかけなければならない可能性がある。 

· 矢印キーで操作する者にとっては、複雑な見取り図は迷路のように思われる。
認知障害者  (軽度・中度)
· 製品の構造や機能表などを覚えることが困難である場合がある。
· 階層構造戸惑う。
	· 視覚的な表示や製品上のマークに頼らず、製品やその機能、各部分を理解する方法を必要とする人もいる。
· 異なる思考方法を支援する操作方法が必要な人もいる。[検討中]

· 階層的な思考が難しい場合の製品を理解する方法を必要とする人もいる。[検討中]



	

	製品の使い方を理解する   


(必要な利用特性の発見や起動を含む)
	すべての障害
· 自分たちが必要とする特別の利用方法を起動する方法を理解するのが難しいかもしれない。
· 通常のユーザーとは異なる場合、誰がその製品を操作すべきなのかを理解することが難しいかもしれない。 

ろう者
· 英語（もしくは製品に使われている話し/読み書き言葉）がユーザーの第一言語ではない可能性がある。（例えば、第一言語が手話の場合など） 

全盲者・盲ろう者
· 使用説明書を読むことができない可能性がある。
認知障害者
· 読解力の限界によって標示や記号、使用説明書などを読むことができない場合がある。
· 指示を理解するのが難しい場合がある。（とりわけ印刷物）
· 手続きが変更された場合、すでに覚えていた手順を変更するのが難しいことがある。
· 使用のための手順を覚えるのが難しい可能性がある。
· 製品を起動させることが難しい場合がある。
· ユーザーには不必要又は用いることのない特殊な機能やボタン、操作ボタン類などに混乱する可能性がある。
· 彼らにとってアイコンや記号は意味をなさないかもしれないし、覚えることもない。
· 製品が現実の生活経験からあまりにかけ離れているためにどうしてよいかわからなくなる可能性がある。  
	· 利用特性に対して明瞭で簡単な起動方法が必要な人もいる。
· 機器や製品に使用される言語はできるだけ理解するのがたやすいものが望ましい人もいる。
· 印刷された文章は声に出して読むか、説明してもらうことが望ましい人もいる。 

· 操作手順は最小限にし、明瞭に示すことが必要な人もいる。 

· 情報やフィードバックを理解するためには、ぼんやりとして抽象的であるより、「目立つように」、そして「具体的に」表示する必要がある人がいる。
· ユーザーが製品をうまく扱うために必要とされる暗記の作業が少なくてすむようなインターフェースが必要な人もいる。
· 数段階におよぶ操作を補助する手がかりが必要な人もいる。
· ユーザーが必要とする操作ボタン類だけを扱うように指示する単純なインターフェースが必要な人もいる。（高度もしくは付加的な操作は何らかの方法で取り去るほうがよい。 ）
· キーはどれも似たように見える（感じる）ことがないように、キー操作で機能を換えるよりも、キー１つ１つに機能を持たせる必要のある人がいる。
· どんな説明書も読むことができないかもしれない
	

	出力され、表示されたものを理解する 

(ユーザーが正確に把握したにもかかわらず) 

上記の「把握」の欄を参照のこと
	全盲者
· 出力は意味を視覚的にしているだけである。出力されたものを読むと混乱をきたすことがある。（例えば、「右にあるリストから項目を選ぶこと」という指示の意味は、矢印を下げていくと初めてわかるという具合である。）
· 音声出力と視覚的情報の音声解説とが同時に行われると理解するのが困難になる。（例えば、音声を再生しながら、画面上の情報を読むなど） 

ろう者
· 読むための技能―製品に使用されている言語がユーザーの第一言語（例えば手話）ではない場合がある。
· 視覚情報と音声情報についての字幕が同時に表示されると読むのが困難になる。
認知障害者
· 言語は難しすぎる場合がある。
· 長いもしくは複雑なメッセージはユーザーの記憶能力に負担をかける可能性がある。
· 慣用句や専門用語は理解を難しくすることがある。 

· 構造や表、階層的な情報は難しいことがある。
	· 視覚的な操作についてだけでなく音声操作に対応する音声解説や指示、手がかりが必要な人がいる。
· どんな印刷物でもできるだけ明瞭かつ簡潔な言葉で表さなければならない人がいる。 

· どんな印刷物でも読んで聞かせなければならない場合がある人がいる。
· 音声は装置から出力させ、機器から出力される他の音声により妨害されてはならない人がいる。 

· 視覚情報（字幕など）はアクセス装置から出力させ、ユーザーが見なければならない視覚情報と同時に流してはならない人もいる。（そうすれば、視覚情報が消えてから字幕を読むことになる。） 
	


	「USE THEIR ASSISTIVE TECHNOLOGIES」補助技術を使用することができるか（追記）

	製品を操作するためにATを使う能力
(必ずしも公共施設では可能ではないが、個人もしくはオフィスのワークステーション技術としては一般的である。)
注記:作り付けの利用に取って代わるために、ATは以上のすべての基本原則に対応しなければならない。
	すべての障害 

·  以下の場合には、製品の使用にあたってATを利用することができない。 

· 製品があって、ユーザーが技術を取り入れられていない場合。 

· 製品にATを使用する許可を受けていない場合。
例えば、図書館のシステムにATのソフトウェアをインストールすることはできない。
· 製品にユーザーのATを接続させることができない場合。
· 機器がATに干渉する場合は使用できない。
· 障害とのつながりを簡単に見つけられなければATを使うことはできない。
· 製品のすべての機能がATを介してユーザーに利用可能でなければならない。
· 新しい技術が登場すると、ATはそれを利用できない。 

· 適切なインターフェースが利用できない。もしくは簡単、または迅速にセットアップができない。
全盲者
· すべての視覚情報は、標準の接続構造を介して、機械の読解可能な形式でATが利用可能でなければならない。
· すべての機能をAT（もしくは、製品の触覚的な操作ボタン類）から起動することができなければならない。
ロービジョン
· すべての視覚情報は、標準の接続構造を介して、機械の読解可能な形式でATが利用可能でなければならない。それによって、ATは情報を拡大文字にしたり、読み上げたりすることができる。
ろう者
· すべての聴覚情報は、標準の接続構造を介して、機械の読解可能な形式でATが利用可能でなければならない。
盲ろう者・難聴者
· すべての音声情報は、聴覚補助構造（ALDs）と互換性がある標準の接続構造を経由して利用できるようにしなければならない。
· 標準の音声コネクタをALDに差し込む必要がある。 

· 耳を支えるためには、T-Coil と互換性なければならない。
肢体不自由者
· 義手やスティック、スタイルスなどで十分に操作することができない製品は使うことができない。
すべての操作ボタン類の操作が可能な接続ポイントが必要な人もいる。
認知障害者
· すべての情報は、標準の接続構造を介して、機械の読解可能な形式でATが利用可能でなければならない。
	· ATに干渉するような製品は望ましくない。（例えば、電気的なノイズが補聴器と干渉しない）
· ATに接続できることが望ましい人もいる。（例えば、代替ディスプレイ、アンプ、代替操作ボタン類など）
· 製品を利用するのにATを使用しなくてはならないならば、製品のすべての機能はATを通して利用可能でなければならない人もいる。 

· 代替の入力装置を使ってすべてのコンピューターのソフトウェアの機能を利用できなければならない人もいる。
· ATマニピュレーターや義手、ポインターなどを使って、製品のすべての機能を操作できなければならない人もいる。
· 技術が更新されても作動するATを必要とする人もいる。 [発売されてからどれくらいの間に行うかについて検討中]

· 特定の表示に関しては、一般の技術と補助技術との間で相互運用性が確保される必要がある人もいる。（例えば、エラー警告は画面読み上げソフトとも互換性がなければならない。）

	

	分野横断的な問題

	
	すべての障害
· 技術が更新されると、アクセシビリティが確保されない。 

· 製品は主流に最適化された初期設定では、障害者のニーズに合わない。
· 製品を購入し、使用するのに十分な広さがない。
· ユーザーが助けを求めても、サポートされない。
· 問い合わせ窓口では、声でのやりとりがもとめられるが、ユーザーは話すこと（聞くこと）ができない場合がある。
· 代替の入力・出力装置をしようしているため、問題を理解されない場合がある。
· 脳性麻痺の人が酩酊していると勘違いされて、電話を切られてしまった。 

· 問い合わせ窓口では、電話で話しながら指示に従って製品を修理したりつかったりすることを同時に求められる。

	· 新しい技術が発表されたら、アクセシブルにする必要がある。 

· ユーザーによる改良ができるようにする必要がある
· 製品がインストールされたり、メーカーの側が配置を制約もしくは推奨する場合、製品を見たり、操作するための十分な空間を公共の機械には確保すべきである
· アクセシブルで訓練を受けた問い合わせ窓口が必要な人もいる。
· 通常のサービスの手続やサービスを受けられない障害のある顧客のための特別の支援を検討することが必要な人もいる。 (Pozo氏の論文、第３節引用)

· 顧客に正しい順序で説明する一方で、たっぷりと時間をとることをいとわないお問い合わせ窓口が必要な人もいる。
· 顧客の要求に応じて複数の異なる方法で情報を送ることをいとわないお問い合わせ窓口が必要な人もいる。（例えば、eメールやファックス、テキストフォンなどを介して）
	


注意:  多くの人々が複数の障害を抱えている。
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